
 

国土強靱化 民間の取組事例 394  初動体制の構築 

自分を守る！ ▶初動体制の構築 03 連携組織をつくる 

394 地域からの受援を確保して災害時対応を強化する取組 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

社会福祉法人 悠林舎 障害者支援施設シーズ 
【平成 29年】 

6480005004257 その他事業者 
【医療，福祉】 

徳島県 

 社会福祉法人悠林舎 障害者支援施設シーズでは、特に夜間発災時、

夜勤職員2名で40名の施設利用者をケアすることが求められてい

る。状況の変化に速やかに対応することが困難な施設利用者も入居

していることから、災害時等において、避難の際に人手が必要とな

ること等が課題となっていた。 

 同施設理事長は、有事の際に地域住民の協力を得るため、施設利用

者と地域住民との交流を深める機会をつくろうと考え、平成 23 年

に開所 10 周年記念事業として地域の自主防災会や小学校を巻き込

んだ防災教室  防災にふれあう会 in シーズ」を主催するに至った。

施設側の地域防災への考えを知ってもらい、さらに障害者への理解を深めてもらいたいとの思いで

取り組んだところ、行政はじめ多くの企業の協賛を受けることになり、以降毎年開催している。 

 地域の中で孤立することがないよう地域住民や小学生を主な対象とし、積極的に防災組織や徳島県

建築士会等の団体と連携して地震・津波、水害等の知識の普及、施設利用者との共同防災訓練を実

施するとともに、行政にも協力を仰ぐことで起震車体験や消防緊急車両の体験乗車等活動が拡大し

ていった。一連の活動が認められ、平成 28年４月には消防庁  防災まちづくり大賞」を受賞した。 

 

▲防災にふれあう会 in 
シーズ 防災教室」 


